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の

近年、白内障手術は屈折白内障手術と言われ、より高い精度と満足度が求められるため、眼軸長の測定や眼内レンズ度数計算式、そして眼
内レンズの特性をよく理解することが極めて重要となる。つまり眼球光学系の特性や測定原理をより理解することで、測定の正確さや再現性
の向上、良好な手術成績につなげることが可能となる。本セミナーでは，次世代のCataract Refractive Surgeryを探るため、セグメン
ト方式による眼軸長測定機器の開発経緯、進化する眼内レンズ度数計算式、そして三焦点眼内レンズの光学特性を知り、中間距離の光学特
性を高めることの重要性についてクリアカットに示していく。
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